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日
本
能
率
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
）
が
主
催
す
る
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ａ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
に
、
第
１
回
の
２
０
１
４
年
か
ら
審
査
委
員
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
審
査
の
過
程
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
制
度
以
上
に
、
制
度

の
背
景
に
流
れ
る
考
え
方
や
、
制
度
に
向
き
あ
う
際
の
根
底
的

な
行
動
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
事
の
本
質
を
つ
か
み
、
か

つ
継
続
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
事
の
本
質
を
つ
か

ん
で
い
れ
ば
、
そ
の
受
賞
テ
ー
マ
に
限
定
さ
れ
な
い
普
遍
性
が

生
じ
る
。
普
遍
性
に
通
じ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
、
一
見

異
な
る
問
題
を
抱
え
る
企
業
が
、
そ
の
事
例
か
ら
、
実
は
根
底

で
は
共
通
す
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
価
値
が
生
ま
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
大
賞
受
賞
企
業
を
用
い
て
、
企
業
活
動
が
開
花
・

開
化
す
る
た
め
に
は
、
根
っ
こ
の
部
分
で
何
が
大
切
か
を
、
今

号
よ
り
３
回
に
分
け
て
具
体
論
で
見
て
み
る
。

　
ま
ず
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
株
式
会
社
福
岡
物
流
セ

ン
タ
ー
。
障
が
い
者
の
戦
力
活
用
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
深
く
洞
察

す
る
と
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
一
貫
し
て
あ
る
考
え
方
と
行
動
が

見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
「
愚
直
な
ま
で
の
、
一
人
ひ
と
り
へ
の

徹
底
的
な
向
き
あ
い
」
で
あ
る
。
同
社
の
制
度
の
成
功
を
支
え

て
い
る
の
は
こ
こ
だ
。

　
例
え
ば
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、百
見
は
一
験
に
如
か
ず
」

の
思
い
の
も
と
で
の
特
別
支
援
学
校
訪
問
。
そ
れ
を
通
じ
た
真

実
把
握
と
学
び
。
就
労
実
習
時
の
課
題
（
例
：
簡
単
な
割
り
算

が
苦
手
）
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
逐
次
の
解
決
支
援
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
当
事
者・管
理
職・

家
族
間
の
連
絡
の
取
り
あ
い
。
日
次
の
反
省
会
（
日
次
で
目
標

設
定
・
努
力
宣
言
・
振
り
返
り
）
の
徹
底
繰
り
返
し
等
々
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
障
が
い
者
と
い
う
相
手

の
こ
と
を
と
こ
と
ん
理
解
す
る
に
至
る
。
そ
の
裏
付
け
が
あ
っ

て
の
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
、
能
力
開
発
、
業
務
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

制
度
と
な
る
。
そ
れ
故
そ
れ
ら
が
機
能
し
、
障
が
い
者
と
会
社

の
間
の
相
互
信
頼
も
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
法
定

雇
用
率
を
満
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
形
だ
け
の
取
り
組
み
か

ら
く
る
失
敗
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
や
、
取
り
巻
く
環
境
に
対

す
る
理
解
不
足
に
対
す
る
痛
切
な
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
で

あ
る
。

　
こ
の
活
動
を
俯
瞰
し
て
見
て
み
よ
う
。す
る
と
、同
社
の
テ
ー

マ
は
障
が
い
者
で
あ
っ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
障
が
い
者
に
限
定

さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
否
に
通
じ

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
女
性
活
躍
推
進
、
外

国
人
活
用
、
専
門
系
人
材
活
用
、
若
手
活
躍
な
ど
。

　
多
様
性
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
悩
ん
で
い
る
会
社
は
、「
自
社
は

愚
直
と
言
え
る
ほ
ど
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
徹
底
的
な
向
き
合
い

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
内
省
し
て
み
て
は
い
か
が
で
あ

ろ
う
か
。
例
え
ば
女
性
、
例
え
ば
専
門
系
人
材
に
対
し
て
、
自

分
た
ち
は
そ
れ
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
。

　
多
様
性
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め

の
制
度
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。一
方
で
、同
社
の
ケ
ー

ス
は
、
そ
れ
を
本
当
の
意
味
で
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
当

事
者
に
対
す
る
愚
直
な
ま
で
の
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
徹
底
的
な

向
き
あ
い
」
と
い
っ
た
考
え
方
や
行
動
が
根
底
に
あ
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
教
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
の
受
賞
事
例
に
は
魅
力
的
な

ケ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
に
触
れ
る
際
に
は
、
そ
こ

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
制
度
だ
け
で
な
く
、
そ
の
奥
に
あ
る
「
な

ぜ
成
功
し
て
い
る
の
か
」
に
思
い
を
は
せ
、
そ
の
本
質
へ
の
洞

察
に
思
考
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
収
穫
が

あ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

株式会社道
タオ

代表取締役 河合太介

Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。早稲田大学 大学院経営管理研究科 非常勤講師。28万部超の
ベストセラーとなった『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本物のリー
ダーは引っ張らない』（講談社）等著書多数。

新連載　第 1 回オフィス環境･商環境用の家具･什器を製造販売する株式会社オカムラ
（本社･横浜市）は、1980年にオフィス研究所

を設け、働き方とオフィス環境に関わる研究と実証実験を重ねている。
　顧客のオフィス環境向上のため、製品販売だけでなく空間設計も手がけ、働きやす
さや企業風土を踏まえながら、オフィス空間全体をデザインしていく。「お客様の価
値観や理念をよく読みこんだうえで働き方に合わせて提案します。弊社の手がけるオ
フィスは、一つとして同じデザインはありません」と語るのは、同社ワークプレイス
デザイン第二部第二グループ チーフデザイナーの岩坂知実氏。
　職場環境の改革を検討する企業担当者なら、オカムラが「LABO」と名付けるオフィ
スを見学するのもいいだろう。同社の社員自らが実験台となって、最先端のオフィ
ス空間で仕事をしている。東京都内にあるLABOはCO-Do LABO（考動）、CO-SO 
LABO（考創）、CO-RiZ LABO（考率）、KEN-CO LABO（健考）の4カ所。本誌表
紙のオフィスは、赤坂にあるCO-Do LABO。営業部門中心の拠点では、フリーアド
レスで思い思いに業務に専念する。自律分散型の仕事だけでなく、部署のメンバーが
集まる「部室」という個室で打ち合わせをしたり、バーカウンターやスタイリッシュ
なソファやチェアがあるスペースで談話したりするなど、業務の「集中」と「対話」
のメリハリがつく仕掛けである。いかにも創造的な仕事がはかどりそうだ。
　最近ビジネスの現場ではABW（Activity Based Working）が注目されている。
その時の業務内容に合わせて最適の場所を選ぶ働き方である。毎朝定時に出社して、
決まった席につく会社員はまだ多いものの、1日の仕事はそれぞれの業種や職種に
よって違い、働き方も多様化している。新型コロナウイルスの影響で時差出勤やリモー
トワークも当たり前となった。「業務内容に合わせて働く場所やワークスタイルを選
択して仕事をすれば、空間も働き方も効率性が高まります」（岩坂氏）。オフィスデザ
インはオシャレなだけでなく、生産性と創造性を引き出すことが目的なのだ。

https://jmaqa.jma.or.jp/sdgs.html

エスディージーズ。

それ、いったい何者？
国連がつくった17のゴール。

ゴール？  サッカーとの関係は？

ないない。2030年の行動計画、目標のことじゃ。

なぜ国連がそんなのつくったの？

地球の危機を救うためTransformが必要だからだな。

トランスフォーマー！  マイケル・ベイ監督の？

映画じゃなくて！  “変革”が必要って意味。

なぜ今、SDGsに取り組むの？
ブームだから。。。

え…？

うそうそ。この先の地球環境に向けての全世界での取り組みだよ。
投資家や政府、自治体も期待しているからね。

うそうそ、投資家も？  政府も？  …初耳だ。

でしょ！  詳しく知りたければ
【日本能率協会SDGs最強の早わかりサイト】を見るのだ～！

“SDGs”…何て読むの？

あそこでISO君と能率博士が
SDGsについて何か話してるぞ。

最近何かと話題の
SDGs。

【日本能率協会SDGs最強の早わかりサイト】

能率博士ISO君

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

（上） 岩坂知実氏
（下） キャンプ用品を取り入れた開放的な空間で

コミュニケーションも活性化する

今月の
表紙 株式会社オカムラ

受賞事例から学ぶ
開花の根っこ［1］

ASKUL LOGIST株式会社
福岡物流センター
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